




人口減少対策に係る職員ディスカッション 

～ワールド・カフェ～ 

平成 26 年 10 月 17 日 
【第１部】午前 10 時～ 
【第２部】午後１時～ 
 

ワールド・カフェでは、リラックスした雰囲気の中、少人数に分けたテーブルで自由な対話を行

い、ときどき他のテーブルのメンバーとシャッフルして対話を続けながら、参加する全員の意見や知

識を集めることのできる会議手法の一つである。 

 

○本日のテーマ：「１０年後の倉吉市の姿」～その時だれがどんな役割を果たしているか～ 

・新たな対策を講じず何もしない場合の倉吉の未来像はどうなるか 

・「人口減少・高齢化社会」への流れはどのように抑制できるか 

・やむを得ず縮小していく社会に対応するため、地域や行政は何をすべきか 

 

＜ワールド・カフェのやり方＞ 

１．準備 

 ・四～五人でグループを作り、テーブルに座る 

 ・テーブルの上にはテーブルクロスに見立てた模造紙と各自一本ずつのペン 

２．カフェトーク・ラウンド 

 ・１ラウンドおおよそ 20 分で、テーマにそってカフェ的にリラックスした会話を楽しむ 

 ・会話しながら、出たアイデアとか言葉をそれぞれが自由に模造紙に書く 

 ・１ラウンドが終わるころにテーブルに残る人（ホスト）を決め、その場に残し、それ以外の参加

者は別のテーブルへ移動 

 ・残ったホストが自分のテーブルで話された内容を新しいメンバーに説明。さらに会話を深める 

 ・ラウンドを２～３ラウンド繰り返す 

３．最終ラウンド 

 ・最終ラウンドで、全員が最初のテーブルへもどる 

 ・別のテーブルで得られた気付きや理解を交換し、さらに全体でもシェアをする 

 

参考文献：アニータ・ブラウン デイビッド・アイザックス著／香取一昭 川口大輔訳『ワールド・カ

フェ～カフェ的会話が未来を創る～』ヒューマンバリュー  
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＜ワールド・カフェの効果＞ 

１．発言しやすい 

ワールド・カフェは、少人数での対話なので、発言しやすく、ひとりの発言の機会も多く与えら

れる 

２．参加者全員の意見が集まる 

ラウンドごとにシャッフルすることにより、大人数でも多くの人との意見や知識の共有ができる 

３．共感が生まれる 

ワールド・カフェの参加者の中に、共通性を見出したり共感が生まれたりする。これにより、親

しみや信頼を生み出すこともできる 

４．オールマイティーではありません 

ワールド・カフェは幅広く意見や情報を集め、共有や拡散することには有用ですが、意見の集約

や方向性を定めることには不向きです 

 

＜残念なワールド・カフェにならいために＞ 

ワールド・カフェの押さえどころとその理由 

１テーブルあたりの人数は、４人が原則  このくらいの人数だと、「話す時間」「聞く時間」の

バランスが自然に取りやすくなります。 

雑談するときも、そんなに大人数が居ると、しゃべり

にくくありませんか？ 

「ファシリテータ」「議長」などと呼ばれる

「議論のリード役」を各テーブルに置かない

そんな役割の人がいる雑談なんて、うざいですよね？

熱中できる会話や雑談には、「議論のリード役」は不

要です。 

どのテーブルでも、同じテーマについて話を

する  

テーマが違うテーブルだと、席を移ったときに、すっ

とその内容に入りにくい。そのカフェにいる全員が、

同じ話題を話しているからこそ、メンバーチェンジが

しやすくなります。 

グループ発表などの指示は、行わない  そんなことを求められるカフェなんて、いやですよ

ね。 

この指示は特に「会議」とか「研修」とかを連想させ

てしまい、自由なカフェの雰囲気を台無しにしてしま

う恐れあり。 

 

< 2 >



 

 

 

倉吉市未来いきいき創生本部の設置について 

 

１． 背景 

○ これまで本市においては、人口減少･少子化を切実なものとして受け止め、その対策として各種

施策に取り組んできている。 

○ 民間研究機関「日本創成会議」分科会が今年５月に「消滅自治体リスト」を公表し、全国的に

人口問題への取り組みの機運が髙まっている。 

○ 国においては、９月１２日に、内閣総理大臣を本部長、地方創生担当大臣と内閣官房長官を副

本部長とする「まち・ひと・しごと創生本部」（創生本部）を設置し、人口急減・超高齢化とい

う我が国が直面する大きな課題に対し、政府一体となって取り組み、各地域がそれぞれの特徴

を活かした自律的で持続的な社会を創生することを目指すこととしている。 

○ これまでの国家戦略事業は国が一定のスキームを示し、地方はその範疇で横並びの施策展開を

してきたが、“地方創生”に関しては国からの道しるべは示されることはない。 

９月２０日の講演会で石破地方創生担当相は「『うちの町をこうしたいんだ』というアイデア

は、霞が関では考えられない。知恵と熱意のあるところには、国は全面的にお応えいたします。」

と述べられている。 

○ これまで本市が取り組んできた定住促進策や子育て支援策、市のイメージアップにつながるＰ

Ｒなどを大きな柱としながら、新たな施策や国と連動した施策の検討を行うとともに、全庁的・

横断的な組織を立ち上げ、取り組みの強化を図る必要がある。 

 

２． 組織の名称 

倉吉市未来いきいき創生本部 

 

３． 設置時期 

平成２６年１０月 

 

４． 体制 

（１） 本部 

    本部長   市長 

    副本部長  副市長 

    常任委員会 企画審議会メンバー 

    本部員   市役所内全ての課長級以上の職員 

（２） 部会 

    本部会議に付すべき事案を検討及び調整するため、必要に応じて部会を設置する。 

    部会    部会長及び部員は本部長が任命する者をもって構成する。 

          部会長は部会を招集し、その議長となる。 

（３） 事務局 

    本部：総合政策課  部会：部会長が指定する課 

資 料 － １
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５． 検討事項 

（１）人口減少に関する情報収集・分析に関すること。 

（２）人口減少対策（自然減・社会減）の横断的、総合的な視点での検討に関すること。 

（３）関係機関等との連絡調整に関すること。 

○ 人口推計と人口減少による影響・分析 

○ 人口減少抑制策として想定項目 

・ 人口減少対策の目標設定とその戦略づくり 

・ 若者の定住支援（２０～３９歳の女性の定住支援） 

・ 県外からの移住定住支援 

・ 雇用の場の確保 

・ 子育て支援（保育・保健・医療・労働） 

・ シティセールス（観光・文化・特産品・都市基盤等） 

・ 定住促進のための税制支援 

・ 定住促進のための教育環境の整備 

○ 適正規模に対応した行政としての想定項目 

・ 弱体化するコミュニティの強化策 

・ 税収減に伴う公共サービスの維持 

・ 公共施設・インフラの適正配置と維持管理 

・ 行政のパートナーとなる地域活動団体の育成強化 

・ 地域づくりの担い手となる人材育成 

・ 学校の活性化、教育水準の維持向上 

・ 地域から頼られる市役所職員の配置 

・ 元気な高齢者づくり支援 

・ 世帯数減少に伴う空き家対策 

○ 国の戦略・予算との連携 

 

６． 検討内容の活用 

平成２７年度予算、今後の国の施策との連携、市の各種計画への反映 

○ 国の今後の動き 

・ ９月２９日 臨時国会召集、地域活性化などの関連法案提出 

・ 年末    創生本部が総合戦略などを策定、来年度予算案決定 

 

７． 今後のスケジュール 

 10 月上旬 10 月中旬 10 月下旬 11 月上旬 11 月中旬 11 月下旬 12 月～ 

        

 

職員

人口減少の分析 

 
基本体系案作成 

予
算
編
成
方
針 

重点課題の整理 
平成 27 年度予算要求（担当課） 

当初予算編成 

第１２次総合計画の戦略ビジョンとして施策に反映 

※早急に着手するもの 

※中長期的、継続的に実施するもの 
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（１）倉吉市の人口の現況

倉吉市の人口推計について

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
0～14歳 7,162 7,057 6,922 6,855 6,731 6,508 6,466 6,434 6,344
15～64歳 32,663 32,118 31,525 31,093 30,765 30,521 30,161 29,492 28,805
65歳以上 13,331 13,552 13,583 13,715 13,868 13,862 13,857 14,219 14,581
高齢化率 25.08% 25.70% 26.11% 26.55% 27.00% 27.24% 27.45% 28.36% 29.32%

合計 53,156 52,727 52,030 51,663 51,364 50,891 50,484 50,145 49,730

7,162 7,057 6,922 6,855 6,731 6,508 6,466 6,434 6,344

32,663 32,118 31,525 31,093 30,765 30,521 30,161 29,492 28,805

13,331 13,552 13,583 13,715 13,868 13,862 13,857 14,219 14,581
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市町村別自然増減数（平成25年度鳥取県人口動態調査）

市町村別自然増減率（平成25年度鳥取県人口動態調査）
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市町村別転出入超過数（平成25年度鳥取県人口動態調査）

市町村別転出入超過率（平成25年度鳥取県人口動態調査）
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（２）倉吉市の人口推計

（単位：人）
年度

平成17
（実績）

平成22
（実績）

平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 平成31

すう勢型 51,364 50,943 50,522 50,101 49,680 49,260 48,790 48,320 47,850 47,380

実績値 51,364 50,891 50,484 50,145 49,730

封鎖型 51,364 51,120 50,876 50,632 50,388 50,146 49,846 49,546 49,246 48,946

国立社会保障・人口問題
研 52,592 50,729 50,311 49,883 49,475 49,057 48,639 48,177 47,715 47,253 46,791

年度 平成33 平成34 平成35 平成36 平成37 平成38 平成39 平成40 平成41 平成42 平成43 平成44 平成45 平成46 平成47

すう勢型 46,415 45,918 45,421 44,924 44,425 43,738 43,051 42,364 41,677 40,992 40,437 39,882 39,327 38,772 38,215

実績値

封鎖型 48,328 48,008 47,688 47,368 47,048 46,550 46,052 45,554 45,046 44,557 44,194 43,831 43,468 43,105 42,743

国立社会保障・人口問題
研 45,846 45,362 44,878 44,394 43,910 43,417 42,924 42,431 41,938 41,443 40,944 40,445 39,946 39,447 38,948

平成32
（目標年次）
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すう勢型 実績値 封鎖型 国立社会保障・人口問題研

究所（H20.12推計）（参考値）

第11次総合計画

目標年次
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※平成22年末の人口を100とした場合
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